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	3. IASB及びFASBに対するASBJのコメント（2013年12月1日～2014年1月31日）
	1）ディスカッション・ペーパー「財務報告に関する概念フレームワークの見直し」に対するコメントを提出（2014年1月20日）

	4. 会計基準アドバイザリー・フォーラム(ASAF)会議がロンドンで開催
	2013年12月5、6日に会計基準アドバイザリー・フォーラム（ASAF）会議が英国（ロンドン）で開催されました。ASAFは、2013年4月に、国際会計基準審議会（IASB）に対して主に技術的な助言を行うことを目的として設置された会議体で、ASBJを含む12の組織より構成されています。今回の会議には、1名の欠席を除き、これらの組織の代表者が出席したほか、IASB Hans Hoogervorst議長、Ian Mackintosh副議長をはじめ、多くのIASB理事やスタッフが参加しました。ASBJからは、西川委員長が出席しています。なお、今回の会議には、概念フレームワークの議論に関連して、ASBJから「当期純利益及びその他の包括利益（OCI）、及び測定」に関するペーパーを作成しており、西川委員長から会議において説明を行っています。
	会議では、次の事項について活発な議論が行われました。
	・ 概念フレームワーク（受託責任、説明責任、及び信頼性について）
	・ 概念フレームワーク（負債について）
	・ 概念フレームワーク（当期純利益及びOCI、及び測定について）
	・ IFRS第3号「企業結合」適用後レビュー
	・ 料金規制事業
	・ リース
	次回会議は、2014年3月3、4日（ロンドン）に開催される予定です。
	5. 企業会計基準委員会と欧州財務報告諮問グループの代表者による二者間会合を東京で開催
	ASBJ及び欧州財務報告諮問グループ（EFRAG）の代表者は、2014年1 月21 日と22 日に、東京で会合を開催いたしました。
	ASBJ とEFRAG（以下「両者」という。）は、高品質なグローバルな会計基準の開発のために、これまでも情報交換や意見交換を行っております。しかし、会計基準アドバイザリー・フォーラム（ASAF）の創設を含む最近の情勢を考慮して、両者は、お互いの見解や状況をより良く理解するため、以前から行ってきた二者間の会合を公式なものとすることが有用と考えました。
	今回の会合においては、両者は各々の活動について最近の状況を確認し、二者間、或いは、世界の主要な会計基準設定主体を含む、より幅広い関係者間での協力のあり方について意見交換を行いました。また、技術的な分野について、両者は、概念フレームワーク、金融商品、リース及び保険契約を含む国際会計基準審議会（IASB）で進められている主要なプロジェクトについて、それぞれの見解について議論しました。さらに、両者は、リサーチ活動について、両者がイタリア会計基準設定主体（OIC）と協力して行っているのれんの減損及び償却の論点を含め、どのような形で今後より効果的に協力できるかについても議論しました。
	両者は、引き続き、直面する課題や今後想定される論点について意見交換していくことに同意し、次回の会合をベルギーのブリュッセルで開催することを確認しました。
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